
社会 委 員会 通 信 No． 1 1 9 9 9 年 9 月 5 日

港南台教会社会委 員会で は、今年度から、学習会の内容や社会委員会の活動 を皆 さんにお知 らせす

る「社 会委 員会 通信 」を配 布 す る こ とに しま した 。

8 月 1 日の平 和 聖 日に開 かれ た今 年 度第 1 回の 学習 会 に は 、 3 0 名 の方 々が参 加 して 下 さい ま した 0

今回は学習会の発題要 旨と、その後皆様 に話 していただいた御意見の要旨（紙面の都合上 ）をご紹介

いた し ます 。

社会幸 l 会学官金

発題 「平和 を求めて 、私の青い 」 要旨 Y ．0

今 、日本では 「ガイ ドライン関連法案 」「 日の丸 、君 が代 」「盗聴法案 」「住民基本台帳法案 」

等が充 分 な議 論 もな され か 、ま まに次 々 と国 会 を遠遠 して い ます 。これ らの法 案 の持 つ 意 味 を考 える

に 当た って 、私 が影 響 を受 け た一 冊の 本 をご紹介 いた します 。

1 9 8 5 年に 自民党が 咽 家秘密法案 」を国会に提出 しました 。東京弁護士会に所属 していた上田

誠吉弁護士ほ この法案に反対する立場 から、戦前 、戦中の国家秘密法 について調べ ま した。その過程

で 、善良な市民 には関係のか 、ようなこの法 案のため に、苦難の生涯を強い られた一人の青年の事件

を発見 し、い ろ いろ な調 査 を もとに「 あ る北 大生 の受 難 」 とい う本 を出版 しま した 。

この本に取 り上げ られた青年は 、当時、北海道大学の学生であった宮沢弘幸 さんです 。宮沢 さんは 、

1 g 4 1 年 1 2 月 8 日 、ラ ジオの ニ ュー ス で 、 日本 とアメ リカが 戦争 に入 った こ とを知 り、恩 師 だ っ

た ア メ リカ人 の レー ン夫 妻宅 を訪 ね 、「戦 争 は 国 と国 との こ とで す 。先生 と学 生 達 の友 情 ほ変 わ るこ

とほ あ りませ ん 。 」 と言 いに行 った ので す 。そ う告 げ て 、 レー ン さん宅 を出た とこ ろ を、特 高警 察官

に逮捕 され ま した 。 レー ン夫妻 は 、あの 時 い時 代 に人 間性 に 対す る深 い 理解 を持 って 、学 生 達 に ヒ ュ

ー マ ンな暖 か い愛 情 を注 いで い た クエーカ ー教 徒 で した し、宮沢 青 年 ほ 、語学 に堪能 で 、施 行好 きな 、

好奇心 と向学心旺盛な学生で した 。恩師夫妻 との楽 しい語 らいの中で話 した宮沢青年 の旅行談の中に、

軍 の飛 行場 の こ とな どが入 って い た と して 「スパ イ 」の罪 に問 われ 、そ の 内容 が 、公知 の 事実 で あ り、

彼 と恩 師 夫妻 は と もにスパ イの 容 疑 を否認 し掛 ナた に も問 わ らず 、拷 問 を受 け 、 1 5 年の 重刑 に処せ

られ た のです 。宮沢 さん は 、 1 9 4 5 年 、G H Q の指 令 に よ って釈 放 され るまで 、 4 年 に近 い苦難 の

獄 中生活 を送 り、出て きた時は肺結核 に冒された上 、歯 も失い、全身膿で覆われ、靴 も履 けか l状態

で した 。そ して 「元気 にな った ら事 件 の真 相 を書 きたい 」 と何 度 もつぶ や きなが ら、 1 9 4 7 年 2 8

才 で亡 くな りま した 。終 戦後 ま もな く司 法 省 の指 示の も と、 この事 件 に関 す る 1 審 判 決 ほ焼 却 され ま

した が 、事 件 か ら 5 3 年 後 、「極 秘 ・ 外事 月 報 」に発 見 され た そ の 内容は 、彼 らが 権力 に よって 「 ス

パ イ 」に仕立 て上 げ られ た こ とを 、明 瞭 に示 してい ま した 。

私 は この本 を読 んで 、「 自国の 防衛 秘密 を保 護す るため に 」 と言 って提 出 されて い る法 案 が 、戦 時

中 、多 くの 犠牲 者 とその家 族 に苦 難 の 日 々を 負わせ て きた 歴史 を知 りま した 。 そ して 私 が アメ リカ 旅

行 中 にお世 話 に な った秋 間夫 妻が 、宮沢 さん の妹 さん夫婦 だ った こ とを知 り、この事 件 が他 人 事 とほ

思 えず 、 自分 の問 題 と して 、積極 的 に反 対 運動 に関わ ってい きま した 。

今 、国会 を通過 して い く法案 も 、「愛 国 心 を養 う」 とか 「凶悪 犯 罪 を未 熱 こ防 ぎ市 民 の 安全 を確保

す るため 」 と言 われ て い ます 。 しか し同 じ法 案 が権 力者 の 都合 の 良 い よ うに運 用 されれ ば 、私 た ち が

自由に考 え 、知 り、発言 で き る自由 を奪 い 、平和 な 日常生 活 を脅 かす もの にな って い く こ とを「宮沢

事件 」は証 言 して い ます 。現 に この世 界 に は 、そ の時 の権 力者 に と って 都合 が 惑 いか ら と言 う理 由だ

けで 、不 当な国 家 権 力の も と受難 の 日 々を送 って い る人 達 がた くさん い ます 。

平 和 と 自 由 を守 る た め に 、 私 た ち が 今 出 来 る こ と に 関 わ っ て い き ま し ょ う。



平 和 聖 日 社 会 委 員 会 学 習 会 発 言 要 旨

発題 の あ と出席 され た ほ とん どの 方 々が 、平 和 につ い て発言 して下 さい ま した 。
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たく さん の 御 意 見 あ りが と うご ざ い ま した 。

次回の学 習 会は 1 0 月 3 日 「 介護 保 険法 」につ い て 、 S ．T 児 が発 題 します 。

多くの 方 々の 御参 加 をお願 い いた します 。

平和聖 日の学 習 会の テ ープが あ ります 。


